
音源分離を用いた歓声のリアルタイム認識の検討

研究の背景

システム概要

実験方法

評価方法

今後の展望

現状
近年、コロナ禍の影響が減少し、
ライブやコンサート会場の声出し
が解禁されつつある。そこで、観
客の歓声を取り出すことで観客と
マッチした演出をリアルタイムで
実現できる可能性を考えた。

1.ビームフォーミング法による
音源分離
→会場は既知であることを前提とし
た場合、音源位置が予測できること
からこの手法に
2.分離音声を可視化
→スペクトログラム、音声波形を使
用

3.画像認識処理で盛り上がり度
を検出
→自分で判別したデータを用い
て学習させる

・得られた図から正確に盛り上
がり指数を判別できるかどうか。

ライブ会場に類似した環境で音
声データを取得し、その音声で
盛り上がり指数を判別可能か、
リアルタイムで一連の処理がで
きるかを確認する。

最終目標
これらの処理を

リアルタイムで行う

問題点
既存の技術ではライブ会場な

どの複雑な音響下でのデータを取
り扱うことがほとんどなく、そう
いった環境下でも、分離ができる
かどうかわからない。

・リアルタイム処理にかかる秒
数の評価（目標3秒）

1.ビームフォーミング法による音源分離
想定される実環境を作り、
マイクロフォン、スピーカーの
配置や数を変更し、音声データ
を取得、それらを分離する。

2.分離音声を可視化
取得した音声データからスペク
トログラムや波形を取得し、歓
声あり、歓声なし、無音（音楽
なし）の3パータンのグラフか
ら評価する。

3.画像認識で盛り上がり度を検出
指標を2~5段階を設定（dBの差を
基準）、2から得たグラフを処理
し、歓声なしとありの差を盛り上
がり度を検出
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基準の1例：5段階評価とする場合（仮）


